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株式会社ヤナセ

デュポン株式会社

関西エリアのヤナセ内製BP工場が初めて水性塗料『スタンドハイド』を導入

水性塗料の使用を推進するとともに環境問題への対応を強化

株式会社ヤナセ（社長・西山俊太郎、本社・港区芝浦）は、デュポン株式会社（社長・天羽　稔、本社・千代田区永田町）の水性塗料を、ヤナセの内製BP工場（Body Repair & Paintingの略：車両板金塗装）のうち、関西地区にある「BPセンター茨木」（大阪府茨木市天王1-4-12）に導入を開始しました。昨年導入したBPセンター横浜に続き、ヤナセ内製工場としては２番目となります。今後、ヤナセでは水性塗料の使用をさらに他の内製BP工場にも拡大・実用化していくことにより、これまで以上に環境問題への対応を強化していきます。

ヤナセは、昨年４月からスタンドックス※1の水性塗料『Standohyd(以下、スタンドハイド)』をパイロット工場であるBPセンター横浜（神奈川県横浜市都筑区川向町1117）にすでに導入をしていましたが、１年を通じた綿密な検証を重ねた結果、このたび、BPセンター茨木にも展開することと致しました。

ヤナセＢＰ推進部では、BPセンター横浜がスタンドハイドの導入を開始したと同時に、ＢＰセンター茨木でも
作業者の水性塗料（塗装）に関する基礎教育を開始。ＢＰ業界では「勘・経験・伝承」といわれる塗装技術の作業訓練が多い中、ヤナセは全く新しい意識のもとでの“作業のマニュアル化”を徹底して行い、まずは理論の習得に努めました。そしてBPセンター横浜での導入時と同様に、デュポンの全面協力により実地トレーニングを行い、8月下旬から実車での本格的な塗装作業を開始。小さなパーツから側面パネルへと徐々に塗装面積を広げ、10月上旬には全塗装をするに至りました。現在は徐々に使用量や使用範囲を広げ、今後、
実用を本格化させていきます。

ヤナセは、以前から水性塗料導入に対して、すべての内製BP工場に求められている最高レベルの補修作業品質※2を、スタンドハイドを使用した作業でも維持できるのか、あらゆる観点から検証を行ってきました。そして確証を得たことで、今回、新たにBPセンター茨木に導入しスタンドハイドを積極的に実用化することとしました。その上で、水性塗料を使用して溶剤型塗料を凌駕する高品質の補修作業を行うことにより、お客様から選ばれる品質を目指していきます。

今後、様々な色のバリエーション、曲面の多い難易度の高いパーツにも使用し、さらには新車ラインで水性塗装された乗用車は、水性塗料で補修できるよう、安定した作業品質、“ヤナセ　クオリティ”と呼べる、より高品質の水性塗装を追及していくこととしています。またヤナセは、すでに導入した工場で蓄積した水性塗料の実用化へのノウハウを、今後、このほかの全国の内製BP工場ならびに「YANASE　The Bodyshop Network」の多くの協力工場への展開に生かしていく予定です。

※1.スタンドックス・・・デュポンのプレミアム自動車補修用塗料ブランドの名称

　　http://www.refinish.jp/standox/　　←　スタンドックス公式ホームページ

※2.ヤナセのすべての内製BP工場に求められている最高レベルの補修作業品質・・・2005年にヤナセBP営業部とデュポン高機能塗料事業部が共同で策定した補修プロセスや適切な材料選択を明示した「YANASE　The Bodyshop Network Standard」で求められている最高品質の補修作業。ヤナセではこのレベルに達しない補修作業では、出庫しないこととしている。
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【ヤナセBPセンター茨木外観】
　　　　　　　【作業場】


　【塗装作業】

【ヤナセについて】

株式会社ヤナセの歴史は、1915年に梁瀬商会（当時）が米国から輸入し横浜港に陸揚げした1台のビュイックに始まります。ヤナセはその後一貫して日本のモータリゼーションの発展に努め、キャデラック、ビュイックなど米国車やメルセデス・ベンツ、フォルクスワーゲンなど欧州車を日本市場に紹介してきました。ヤナセはお客様が安心して輸入車にお乗りになれるよう国内全域をカバーするアフターサービスネットワークをいち早く整備し、またパーツセンター設置による迅速かつ確実な部品供給体制を構築しました。1967年に輸入車初の保証中古車制度を開始したのもヤナセです。ヤナセは「いいものだけを世界から」のスローガンのもと、優れた商品を取り揃えつつ整備技術を高め、信頼と安心をお客様に提供できるよう、ヤナセネットワークの充実を今後も図ってまいります。

【デュポンについて】

デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立は1802年、本社は米国
デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70カ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。
【本件に関するお問い合わせ先】


· 本リリースに掲載の画像はJPEG形式ファイルにてご提供可能です。ご希望の方はヤナセ広報宣伝室　担当：澤山（akemi_sawayama@yanase.co.jp）までお申し付け下さい。

デュポン株式会社　高機能塗料事業部　


自動車補修用塗料本部　マーケティング部　


TEL: 03-5521-8530  FAX: 03-5521-2795





株式会社ヤナセ 広報宣伝室


TEL：03-5440-5432　FAX：03-3451-9931


同　　　　　BP統括部BP推進部


TEL: 045-472-3591　FAX: 045-473-7040
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